
＜ 3 ＞ 第５１７１号　　　　（第三種郵便物認可） ２０２１年（令和３年）　５月２１日　　金曜日　
　
【
鹿
児
島
】
７
月
下
旬
、

濵
田
酒
造(

本
社
・
い
ち
き

串
木
野
市
、
濵
田
雄
一
郎
社

長)

が
、
カ
ク
テ
ル
市
場
を

視
野
に
開
発
し
た
本
格
芋
焼

酎
「DAIYAM

E 4 0

（
だ

い
や
め
フ
ォ
ー
テ
ィ
）」
の

米
国
、
欧
州
（
イ
ギ
リ
ス
・

フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
他
）、

ア
ジ
ア
（
中
国
・
台
湾
・
香

港
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
）
向

け
出
荷
を
開
始
す
る
。

　

先
立
ち
「
日
本
一
の
蔵

数
（
１
１
３
蔵
）
を
誇
る
薩

摩
（
鹿
児
島
）
か
ら
世
界

へ
向
け
『DAIYAM

E40

』

と
本
格
焼
酎
の
魅
力
を
届
け

る
」
目
的
で
５
月
18
日
、
国

内
・
海
外
メ
デ
ィ
ア
等
を
対

パ
ー
・
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ス
ピ

リ
ッ
ツ
に
な
る
」
と
期
待
を

膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

　

香
熟
製
法
は
、
ア
ロ
マ

リ
ッ
チ
な
成
分
を
増
幅
さ
せ

た
さ
つ
ま
い
も
「
香
熟
芋
」

を
用
い
て
、
黒
麹
で
仕
込

み
、
発
酵
熟
成
さ
せ
た
も
ろ

み
を
40
～
50
℃
の
低
温
で
１

回
減
圧
蒸
留
す
る
こ
と
で
、

柑
橘
系
の
香
り
や
発
酵
由
来

の
フ
ル
ー
テ
ィ
な
香
り
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
生
成
さ
せ
る
も

の
。
蒸
留
時
の
初
め
と
終
わ

り
部
分
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と

で
、
よ
り
均
整
の
取
れ
た
香

味
に
仕
上
げ
、
ラ
イ
チ
の
よ

う
な
香
り
を
際
立
た
せ
る
こ

と
に
加
え
、
０
℃
以
下
の
チ

ル
フ
ィ
ル
タ
ー
ド
（Chill 

filtration

）
を
行
い
、
原
料

由
来
の
魅
力
を
引
き
出
し
ナ

チ
ュ
ラ
ル
な
味
わ
い
に
仕
上

げ
て
い
る
。

　

DAIYAM
E40

は
料
理

と
の
相
性
も
良
く
、
フ
レ
ン

チ
や
ピ
ザ
・
パ
ス
タ
な
ど
の

が
さ
わ
・
か

な
え
）
へ
の

オ
マ
ー
ジ
ュ

を
込
め
運
営

さ
れ
て
い
る

バ
ー
だ
。

　

濵
田
社
長

は
、
歴
史
や

風
土
性
、
麹

文
化
の
所

産
、
１
回
蒸

留
で
食
中
酒

と
し
て
楽
し

ま
れ
る
世
界

で
も
稀
な
蒸

留
酒
―
―
な

ど
本
格
焼
酎

全
般
の
知
識

や
魅
力
を
伝
え
た
う
え
で

「
世
界
に
冠
た
る
酒
へ
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
す
」
と
表

明
。「
コ
ロ
ナ
で
大
き
く
環

境
が
変
わ
っ
た
、
こ
の
よ
う

な
時
だ
か
ら
こ
そ
新
た
な
体

験
、感
動
を
お
届
け
し
た
い
。

日
本
特
有
の
蒸
留
酒
、
本
格

焼
酎
が
日
本
文
化
に
触
れ
る

き
っ
か
け
に
も
な
れ
ば
。
世

界
へ
新
た
な
焼
酎
文
化
を
発

信
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　

世
界
最
大
の
ワ
イ
ン
と
蒸

留
酒
の
教
育
機
関「W

SET

」

は
、
す
で
に
焼
酎
・
泡
盛
を

の
２
０
１
８
年
“
未
踏
の
香

り
”
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る

本
格
芋
焼
酎
「
だ
い
や
め

～DAIYAM
E

～
」
25
度

を
発
売
。
独
自
の
「
香
熟

（
こ
う
じ
ゅ
く
）
製
法
」
に

よ
る
「
高
貴
で
華
や
か
な
ラ

イ
チ
の
よ
う
な
甘
い
香
り

が
広
が
る
酒
質
」
で
、
世

界
コ
ン
ペ
の
受
賞
も
重
ね

て
き
た
。
▽
２
０
１
９
年

＝International W
ine 

& Spirit Com
petition 

(IW
SC)

ト
ロ
フ
ィ
ー

Shochu

部
門
最
高
賞
▽

20
年
＝International 

Spirits Challenge(ISC)

ダ
ブ
ル
ゴ
ー
ル
ド
。

Amazon 

焼
酎
売
れ
筋
ラ

や
性
別
、
国
籍
を
超
え
、
多

く
の
人
々
に
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ

な
ボ
ト
ル
は
ロ
ッ
ク
グ
ラ
ス

を
想
起
さ
せ
る
形
状
で
、
イ

メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
は
黒
。「
薩

摩
の
代
表
的
な
英
雄
で
あ
る

島
津
義
弘
公
が
、
戦
の
時
に

黒
い
鎧
に
身
を
包
み
出
陣
し

た
記
録
が
残
っ
て
い
る
こ
と

や
、
薩
摩
で
焼
酎
を
飲
む
際

に
用
い
る
黒
千
代
香
（
く
ろ

ぢ
ょ
か
）、
だ
い
や
め
ブ
ラ

ン
ド
に
使
わ
れ
る
黒
麹
」
を

表
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
サ
イ
ト

（
英
語
）https://www.

ham
adasyuzou.co.jp/

い
て
い
る
」
と
紹
介
し
た
。

　

DAIYAM
E40

の
開
発

に
は
デ
ザ
イ
ン
に
も
こ
だ
わ

り
３
年
を
要
し
た
。「
コ
ロ

ナ
禍
で
も
プ
レ
ミ
ア
ム
ス
ピ

リ
ッ
ツ
の
需
要
は
高
ま
っ
て

い
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
市
場
へ

今
日
、
新
し
い
選
択
肢
を
提

案
す
る
。
驚
く
ほ
ど
際
立
つ

ラ
イ
チ
の
よ
う
な
香
り
の

DAIYAM
E40

は
、
世
界

中
の
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
、
ミ
ク

ソ
ロ
ジ
ス
ト
、
ス
ピ
リ
ッ
ツ

フ
ァ
ン
、
カ
ク
テ
ル
ラ
バ
ー

に
と
っ
て
運
命
的
な
出
逢
い

に
な
る
と
信
じ
て
い
る
」
と

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

祝

辞

が
「Kura 

M
aster

」
審
査
委
員
会
副

委
員
長
パ
ズ
・
ル
バ
ン
ソ
ン

氏
、「W

SET

」
ク
オ
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
で
か
ご
し
ま
焼
酎
大
使

も
務
め
る
ア
ン
ト
ニ
ー
・
モ

ス
氏
、
日
本
貿
易
振
興
機
構

（
ジ
ェ
ト
ロ
）
西
本
敬
一
氏

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。

　

ア
ン
ト
ニ
ー
・
モ
ス
氏
は

「
40
％
商
品
が
あ
る
こ
と
で
、

ミ
ク
ソ
ロ
ジ
ス
ト
の
実
験
意

欲
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
し
、
彼
ら
は
多
く
の
成

功
を
収
め
る
だ
ろ
う
。
カ
ク

テ
ル
の
新
た
な
次
元
を
開
拓

し
、
新
た
な
市
場
と
機
会
、

そ
し
て
世
界
で
の
焼
酎
の
楽

象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
発
表

会
〈
日
・
英
対
応
〉
を
開
い

た
。
同
社
と
コ
ン
タ
ク
ト
が

取
れ
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も

告
知
し
た
＝
「
発
表
会
」
関

連
写
真
・
同
社
提
供
＝
。

　

現
時
点
で
国
内
販
売
の
予

定
は
無
く
、
海
外
市
場
開
拓

特
化
の
輸
出
戦
略
商
品
と
な

り
そ
う
だ
。
▽
種
別
＝
本
格

芋
焼
酎
▽
原
材
料
＝
さ
つ
ま

い
も
（
鹿
児
島
県
産
）・
米

麹
（
国
産
米
）
▽
ア
ル
コ
ー

ル
分
＝
40
度
▽
内
容
量
７
０

０
㎖
。
初
回
出
荷
目
標
７
５

０
０
本
。
現
地
販
売
価
格
は

米
国
に
お
い
て
70
ド
ル
程
度

を
想
定
し
て
い
る
。

　

同
社
は
創
業
１
５
０
周
年

イ
タ
リ
ア
ン
、
メ
キ
シ
カ
ン

ス
パ
イ
ス
で
味
付
け
し
た
も

の
や
、
中
華
料
理
・
Ｂ
Ｂ

Ｑ
・
天
ぷ
ら
な
ど
、
世
界
中

の
様
々
な
料
理
と
一
緒
に
愉

し
む
こ
と
が
で
き
る
蒸
留
酒

だ
と
い
う
。

　

酒
名
のDAIYAM

E

だ

い
や
め
は
「
晩
酌
し
て
疲
れ

を
癒
す
」
意
の
鹿
児
島
方
言

に
由
来
。「
家
族
や
友
人
と

盃
を
交
わ
し
、
一
日
を
無
事

に
過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝

し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
明
日

を
迎
え
る
伝
統
的
な
食
習

慣
で
、
こ
の
素
晴
ら
し
い

生
活
文
化
を
本
格
芋
焼
酎

DAIYAM
E

を
通
じ
世
代

加
え
た
「
レ
ベ
ル
３
ス
ピ

リ
ッ
ツ
講
座
」を
開
設
。「
カ

ク
テ
ル
ベ
ー
ス
と
し
て
の
可

能
性
を
見
い
出
し
て
き
た
」

経
緯
に
も
触
れ
た
。

　

同
社
・
濵
田
光
太
郎
取

締
役
は
「
国
内
先
行
発
売

の
『DAIYAM

E

』
は
３
万

人
の
“
未
踏
の
香
り
”
体
験

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
も
驚
き
の

声
を
い
た
だ
き
、
反
響
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
広
が
り
、
今
年
度
の

出
荷
実
績
は
初
年
度
の
４
倍

で
推
移
し
て
い
る
」と
説
明
。

世
界
コ
ン
ペ
で
受
賞
を
重
ね

る
こ
と
で
「
世
界
の
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
バ
ー
で
採
用
い
た

だ
い
た
り
、
バ
ー
テ
ン
ダ
ー

や
ミ
ク
ソ
ロ
ジ
ス
ト
か
ら
も

評
価
い
た
だ
い
て
い
る
。
フ

ラ
ン
ス
・
パ
リ
の
三
ツ
星
ホ

テ
ル
『
ク
リ
ヨ
ン
』
に
は
受

賞
以
前
か
ら
採
用
い
た
だ
い

て
い
る
。
同
ホ
テ
ル
の
チ
ー

フ
ソ
ム
リ
エ
、
グ
ザ
ビ
エ
・

チ
ュ
イ
ザ
氏
か
ら
は
『
力
強

い
フ
レ
ッ
シ
ュ
感
と
芋
由
来

の
と
て
も
華
や
か
な
香
り
は

光
を
放
つ
か
の
よ
う
に
の
び

や
か
に
広
が
り
、
素
晴
ら
し

い
長
い
余
韻
を
味
わ
え
る
芋

焼
酎
』
だ
と
、
香
り
文
化
の

本
場
の
方
に
も
評
価
い
た
だ

ン
キ
ン
グ
（
国
内
）
で
も
１

位
を
獲
得
し
た
。「
従
来
の

芋
焼
酎
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す

香
り
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
も
話
題

と
な
り
、
発
売
か
ら
３
年
目

を
迎
え
る
現
在
も
着
実
に

フ
ァ
ン
を
増
や
し
続
け
て
い

る
」（
同
社
）。

　

DAIYAM
E40

は
ア
ル

コ
ー
ル
度
数
40
度
設
計
で

「
カ
ク
テ
ル
作
り
の
可
能

性
を
さ
ら
に
広
げ
る
酒
質

に
仕
上
げ
た
」。
同
社
が
目

指
す
「
本
格
焼
酎
を
真
の

國
酒
へ
、
更
に
は
世
界
に

冠
た
る
酒
へ
」
計
画
の
一

環
。「
バ
ー
で
も
ご
自
宅
で

も
、
圧
倒
的
な
存
在
感
を
放

つ
、
日
本
発
の
新
た
な
ス
ー

global/en/daiyame40/

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

濵
田
酒
造
濵
田
社
長
は
、

鹿
児
島
県
酒
造
組
合
の
現
会

長
。
オ
ン
ラ
イ
ン
発
表
会
で

は
「
本
格
焼
酎
を
真
の
國
酒

へ
、
更
に
は
世
界
に
冠
た
る

酒
へ
」
と
の
言
葉
が
幾
度
も

強
調
さ
れ
、
本
格
的
な
世
界

進
出
へ
の
決
意
が
示
さ
れ

た
。
配
信
は
鹿
児
島
市
の
城

山
ホ
テ
ル
鹿
児
島
「
バ
ロ

ン
・
ナ
ガ
サ
ワ
」
か
ら
。
薩

摩
か
ら
世
界
へ
飛
び
立
っ
た

ワ
イ
ン
王
、
長
澤
鼎
氏
（
な

し
み
方
を
広
げ
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
」
と
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

　

カ
ク
テ
ル
ベ
ー
ス
と
し
て

の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、
ミ

ク
ソ
ロ
ジ
ス
ト
の
南
雲
主
于

三
氏
がDAIYAM

E40

を

使
い
２
種
を
作
っ
た
。
１
つ

は
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
る

マ
テ
ィ
ー
ニ
を
ア
レ
ン
ジ
し

た
も
の
で
“
チ
ェ
ス
ト
・
マ

テ
ィ
ー
ニ
”。
チ
ェ
ス
ト
は

気
合
を
入
れ
る
際
の
掛
け

声
。
濵
田
光
太
郎
氏
が
「
鹿

児
島
方
言
が
入
っ
た
命
名
も

嬉
し
い
」
と
話
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い

中
、
海
外
展
開
に
特
化
し

たDAIYAM
E40

発
売
の

意
義
を
問
う
質
問
に
対
し
、

濵
田
社
長
は
「
明
日
を
も
知

れ
な
い
ダ
メ
ー
ジ
の
な
か
、

メ
ー
カ
ー
に
出
来
る
こ
と
は

素
晴
ら
し
い
お
酒
を
造
る
こ

と
。
お
酒
は
古
来
よ
り
喜
び

悲
し
み
様
々
な
感
情
に
寄
り

添
っ
て
き
た
。DAIYAM

E

は
疲
れ
を
癒
し
明
日
の
活
力

と
す
る
、
我
々
の
土
地
の
生

活
文
化
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
。
素
晴
ら
し
い
出
逢
い
が

明
日
へ
の
活
力
と
な
っ
て
ほ

し
い
し
、
日
本
酒
や
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
ウ
イ
ス
キ
ー
の
よ
う

に
本
格
焼
酎
の
魅
力
を
届
け

た
い
」
と
答
え
た
。

　

焼
酎
メ
イ
ン
の
酒
類
商
社

「
南
山
物
産
㈱
」（
中
山
大
希

社
長
、
東
京
）
が
運
営
す

る
“
熟
成
を
知
る
、
焼
酎
を

楽
し
む
”W

eb

マ
ガ
ジ
ン

『Shochu Next

』
主
催
の

　
「
長
期
熟
成
酒
は
す
べ
か

ら
く
常
圧
蒸
留
と
い
う
形
を

と
る
。
蒸
留
に
は
常
圧
と
減

圧
が
あ
り
、
減
圧
は
い
わ
ば

す
ぐ
飲
む
た
め
の
お
酒
。
常

圧
が
な
ぜ
熟
成
に
向
く
か
と

い
う
と
、
１
０
０
度
ま
で
蒸

留
中
に
温
度
が
上
が
る
の

で
、
要
す
る
に

高
沸
点
の
成
分

が
す
べ
て
焼
酎

の
な
か
に
出
て

く
る
。
そ
の
い

ろ
ん
な
成
分
が

熟
成
の
材
料
に

な
っ
て
く
る
」。

　
「
樽
熟
成
と

琺
瑯
タ
ン
ク

熟
成
は
、
ま

さ
に
正
反
対

の
特
性
を
持
っ

て
い
る
。
樽
貯

蔵
は
樫
樽
と
い

う
容
器
の
力
を

借
り
て
熟
成
さ

せ
る
。
西
洋
の

お
酒
、
ウ
イ
ス

キ
ー
や
ブ
ラ
ン

デ
ー
も
こ
の
や
り
方
を
使

い
、
琥
珀
色
に
色
が
付
い
て

い
る
。
樽
か
ら
出
て
く
る
色

素
で
色
が
付
く
。
ウ
イ
ス

キ
ー
や
ブ
ラ
ン
デ
ー
も
蒸
留

仕
立
て
は
無
色
透
明
。
色
素

が
出
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

色
々
な
樽
の
成
分
か
ら
抽
出

ン
ド
で
色
々
な
味
が
造
れ
て

い
る
ん
だ
よ
と
知
っ
て
も
ら

い
た
い
。
ブ
レ
ン
ド
は
凄
く

難
し
い
が
、
お
も
し
ろ
い
。

皆
さ
ん
の
セ
ン
ス
と
嗅
覚
を

使
っ
て
、
美
味
し
い
焼
酎
を

皆
さ
ん
の
手
で
作
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」。

　

池
邉
氏
も
ブ
レ
ン
ド
の
お

も
し
ろ
さ
に
嵌
（
は
ま
）
っ

て
い
る
と
認
め
る
。「
や
り

人
氏（
い
け
べ
・
み
ち
と
）と
、

ミ
ク
ソ
ロ
ジ
ス
ト
の
南
雲
主

于
三
氏 (

な
ぐ
も
・
し
ゅ
う

ぞ
う
）
が
コ
ラ
ボ
す
る
ブ
レ

ン
ド
＆
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
で
参
加
無
料
。
定
員

先
着
１
０
０
人
に
、
特
別
な

キ
ッ
ト
を
事
前
送
付
し
、
ブ

レ
ン
ド
を
実
体
験
で
楽
し
ん

で
も
ら
う
趣
向
だ
。

　

キ
ッ
ト
内
容
は
、
六
調
子

酒
造
の
焼
酎
サ
ン
プ
ル
４
種

を
は
じ
め
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

カ
ッ
プ
、
ス
ポ
イ
ト
、
ビ
ー

カ
ー
、
そ
れ
に
ブ
レ
ン
ド
比

率
や
感
想
を
記
録
す
る
テ
イ

ス
テ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
。
参
加

者
に
は
ブ
レ
ン
ド
の
た
び
に

替
え
る
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
等
、

さ
ら
に
塗
り
箸
を
用
意
し
て

も
ら
っ
た
。
塗
り
箸
は
、
焼

酎
に
浸
し
ス
ポ
イ
ト
よ
り

極
々
少
量
を
取
り
ブ
レ
ン
ド

す
る
際
に
使
う
も
の
だ
。

　

大
正
12
年
（
１
９
２
３
）

創
業
の
六
調
子
酒
造
は
熟
成

焼
酎
の
宝
庫
。
貯
蔵
法
は
、

樽
貯
蔵
と
琺
瑯（
ほ
う
ろ
う
）

タ
ン
ク
貯
蔵
の
二
通
り
で
、

　
「
樽
貯
蔵
は
甘
い
バ
ニ
ラ

香
を
促
進
さ
せ
る
。
米
麹
自

体
が
バ
ニ
リ
ン
酸
を
元
々
含

ん
で
い
る
の
で
、
米
焼
酎
は

樽
貯
蔵
と
の
相
性
が
良
い
。

琺
瑯
タ
ン
ク
で
は
外
か
ら
の

影
響
を
一
切
受
け
な
い
。
代

表
銘
柄
の
『
特
吟
六
調
子
』

は
11
年
間
、
琺
瑯
タ
ン
ク
で

熟
成
し
た
も
の
。
蒸
留
直
後

の
強
い
匂
い
は
す
っ
か
り
角

が
取
れ
て
、
ま
る
で
バ
タ
ー

の
よ
う
」。

　
「
熟
成
で
大
事
な
の
は
濾

過
。
油
臭
が
付
く
と
ア
ウ
ト

だ
が
、
油
を
取
り
過
ぎ
る
と

つ
ま
ら
な
い
。
だ
か
ら
途
中

で
油
を
取
り
な
が
ら
。
凄
く

手
間
が
か
か
る
」。

　
「
そ
し
て
ブ
レ
ン
ド
。
今

日
は
主
に
樽
貯
蔵
酒
を
使
う

が
、
業
界
の
人
し
か
知
ら
な

い
が
、
樽
物
は
樽
物
同
士
、

〈
琺
瑯
タ
ン
ク
熟
成
等
の
〉

白
物
は
白
物
同
士
で
ブ
レ
ン

ド
す
る
の
が
よ
ろ
し
い
。
樽

と
白
物
で
は
熟
成
の
仕
方
が

違
う
。
白
物
は
主
に
フ
ー
ゼ

ル
油
と
い
う
も
の
が
主
な
成

分
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
変
化

す
る
こ
と
で
熟
成
が
起
こ
る

が
、
樽
物
は
先
ほ
ど
説
明
の

通
り
。だ
か
ら
、熟
成
の
違
っ

た
タ
イ
プ
を
ブ
レ
ン
ド
し
て

も
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な

い
」。

香
り
」
▽
古
代
一
壺
〈
米
、

米
麹
／
38
度
〉
30
年
・
13
年
・

11
年
＝
11
～
13
年
物
を
ベ
ー

ス
に
30
年
物
の
古
酒
を
ブ
レ

ン
ド
「
深
み
の
あ
る
バ
ニ
ラ

香
に
加
え
、
米
の
熟
成
酒
な

ら
で
は
の
甘
く
柔
ら
か
い
味

わ
い
で
度
数
を
感
じ
さ
せ
な

い
オ
ー
ク
樽
熟
成
酒
」
▽
太

古
一
尊
〈
麦
、
米
麹
／
40

度
〉
14
年
＝
同
社
唯
一
の
麦

焼
酎
「
爛
熟
し
た
果
実
を
思

わ
せ
る
味
わ
い
と
麦
独
特
の

華
や
か
な
熟
成
香
が
特
徴
的

な
オ
ー
ク
樽
熟
成
酒
」
▽
く

ま
そ
た
け
る
〈
米
、
麦
、
米

麹
／
25
度
〉
７
年
＝
琺
瑯
タ

ン
ク
で
７
年
寝
か
せ
た
古
酒

に
樫
樽
貯
蔵
の
麦
焼
酎
を
ブ

レ
ン
ド
「
特
殊
な
ブ
レ
ン
ド

か
ら
生
ま
れ
る
そ
の
味
わ
い

は
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
彷
彿
と

さ
せ
る
」。

　

初
め
に
個
々
の
酒
質
を
捉

え
る
こ
と
を
試
み
た
。
い
わ

ば
別
物
の
４
種
。
バ
ニ
ラ
香

だ
け
で
も
そ
の
強
弱
や
余
韻

が
異
な
る
。

　
「
ろ
く
ち
ょ
う
し
赤
」
は

「
食
中
酒
を
追
求
し
た
も
の

で
後
半
お
と
な
し
く
な
る
。

鮨
に
抜
群
に
合
う
し
、
白
ワ

イ
ン
が
苦
手
と
す
る
刺
身
や

卵
、
ウ
ニ
な
ど
に
も
合
う
」。

ブ
レ
ン
ド
の
基
と
な
る
“
親

酒
”
と
位
置
付
け
、
他
３
種

熟
成
焼
酎
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
が
５
月
８
日
13
時
～
14

時
30
分
に
あ
っ
た
。
球
磨
焼

酎
〈
本
格
米
焼
酎
〉
の
蔵
元

「
六
調
子
酒
造
」（
熊
本
県
球

磨
郡
錦
町
）
社
長
の
池
邉
道

さ
れ
た
成
分
を
材
料
に
し
て

熟
成
す
る
。
片
や
琺
瑯
タ
ン

ク
は
、
樽
と
は
正
反
対
の
特

性
を
持
っ
て
い
る
。
琺
瑯
タ

ン
ク
の
内
側
は
エ
ナ
メ
ル
で

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
、
ガ
ラ

ス
容
器
と
一
緒
。
お
酒
の

容
器
が
ガ
ラ
ス
瓶
と
い
う

の
は
実
に
理

に
か
な
っ
て

い
る
。
何
年

何
十
年
入
れ

て
お
い
て
も

お
酒
に
一
切

影
響
を
与
え

な
い
。
こ
れ

が
陶
器
と
か

だ
と
10
年
入

れ
て
お
く
と
、

ど
う
し
て
も

中
の
釉
薬
が

溶
け
て
く
る
。

ス
テ
ン
レ
ス

タ
ン
ク
は
１
、

２
年
入
れ
て

お
く
に
は
問

題
な
い
が
、

当
社
の
よ
う

に
10
年
ス
パ
ン
で
貯
蔵
す
る

に
は
、
不
向
き
。
や
っ
ぱ
り

ス
テ
ン
レ
ス
独
特
の
匂
い
が

付
い
て
し
ま
う
。
琺
瑯
タ
ン

ク
は
樽
と
違
っ
て
お
酒
に
影

響
を
与
え
な
い
。
だ
か
ら
お

酒
自
体
の
力
で
ピ
ュ
ア
な
熟

成
を
す
る
」

出
す
と
寝
食
を
忘
れ
る
」。

蔵
元
に
よ
る
ブ
レ
ン
ド
は
本

来
、
原
酒
同
士
で
行
わ
れ
る

が
、
今
回
企
画
で
は
酒
税
法

等
の
関
係
で
叶
わ
ず
、
ア
ル

コ
ー
ル
度
数
の
異
な
る
市
販

酒
４
種
で
行
わ
れ
た
。
そ
れ

で
も
ス
ポ
イ
ト
の
１
滴
、
さ

ら
に
そ
の
数
十
分
の
１
の
塗

り
箸
か
ら
垂
れ
る
微
量
な
雫

で
酒
が
変
わ
っ
て
い
く
、
ブ

レ
ン
ド
の
醍
醐
味
を
体
験
す

る
に
は
十
分
だ
。
翻
っ
て
ブ

レ
ン
ド
か
ら
生
ま
れ
る
市
販

酒
の
完
成
度
の
高
さ
、
洗
練

の
ブ
レ
ン
ド
技
術
に
感
覚
的

に
触
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た

ろ
う
。

　

あ
ふ
れ
る
個
性
の
掛
け
合

わ
せ
。
以
下
、
す
べ
て
常
圧

蒸
留
の
サ
ン
プ
ル
焼
酎
を
使

い
、
未
知
の
世
界
へ
入
っ
て

い
く
。
▽
銘
柄
〈
原
材
料
／

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
〉
熟
成
期

間
＝
特
徴
。

　

▽
ろ
く
ち
ょ
う
し
赤〈
米
、

米
麹
／
28
度
〉
13
年
＝
オ
ー

ク
樽
で
貯
蔵
し
た
古
酒
「
柔

ら
か
く
と
ろ
り
と
し
た
甘

味
、
深
み
の
あ
る
バ
ニ
ラ
の

24
時
間
体
制
で
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
ハ
イ
ラ
ン
ド
地
方
と

同
様
の
温
度
、
湿
度
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
樽
貯
蔵
庫
を

有
す
。
平
均
熟
成
期
間
は
10

年
以
上
。
最
低
で
も
７
年
、

古
い
も
の
だ
と
30
年
に
も
な

る
。

　

池
邉
氏
が
蔵
元
が
依
っ
て

立
つ
風
土
、
さ
ら
に
本
題
と

な
る
蒸
留
・
貯
蔵
熟
成
・
ブ

レ
ン
ド
に
係
わ
り
持
論
を
展

開
し
た
。「
球
磨
焼
酎
は
熊

本
県
の
最
南
端
、
山
に
囲
ま

れ
た
球
磨
盆
地
で
造
ら
れ
て

い
る
。
盆
地
特
有
の
内
陸
部

気
候
で
、
冬
は
寒
く
夏
は
暑

い
。
冬
は
歯
の
根
も
合
わ
な

い
ぐ
ら
い
寒
い
。
ま
さ
し
く

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
そ
っ
く

り
。
霧
も
深
く
10
ｍ
先
が
見

え
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
で

熟
成
に
は
適
し
て
い
る
と
言

い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
夏
場

だ
け
が
残
念
な
が
ら
蒸
し
風

呂
の
よ
う
に
湿
度
も
高
く
暑

い
。
だ
か
ら
空
調
で
24
時
間

体
制
で
最
も
樽
貯
蔵
に
適
し

た
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
」。

　

南
雲
氏
が
偉
大
な
ブ
レ
ン

ド
技
術
を
称
え
た
。「
六
調

子
酒
造
の
焼
酎
は
、
凄
く
ふ

く
よ
か
で
、
華
や
か
な
タ
イ

プ
も
あ
れ
ば
、
非
常
に
バ

タ
ー
み
た
い
な
香
り
が
す

る
、
本
当
に
な
め
ら
か
な
米

の
甘
さ
を
感
じ
る
よ
う
な
も

の
ま
で
あ
る
」。
そ
し
て
参

加
者
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
促
し

た
。「
焼
酎
っ
て
実
は
ブ
レ

を
㎖
単
位
、
雫
単
位
で
加
え

て
い
く
。
好
印
象
な
酒
だ
け

の
掛
け
合
わ
せ
で
良
く
な
る

と
は
限
ら
な
い
。
欠
点
だ
と

感
じ
た
成
分
が
ブ
レ
ン
ド
で

生
き
る
こ
と
も
。
香
水
な
ど

と
同
じ
だ
。
自
由
な
発
想
・

感
覚
で
何
を
し
て
も
い
い

が
、
後
戻
り
出
来
な
い
の
で

少
し
ず
つ
加
え
る
こ
と
が
基

本
。
自
分
が
好
き
な
ブ
レ
ン

ド
比“
ス
イ
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
”

を
探
っ
て
い
く
。
飲
む
シ
ー

ン
か
ら
楽
し
み
た
い
自
分
流

ブ
レ
ン
ド
焼
酎
づ
く
り
に
挑

戦
す
る
参
加
者
も
。

　
「
正
解
が
無
い
」（
池
邉
氏
）

か
ら
、
お
も
し
ろ
く
て
奥
深

い
。
醸
造
酒
に
は
な
い
蒸
留

酒
な
ら
で
は
の
愉
し
さ
が
随

分
、
参
加
者
を
驚
か
せ
た
だ

ろ
う
。

　

南
山
物
産
は
今
年
１
月
、

国
税
庁
「
日
本
産
酒
類
の
ブ

ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
」
の

一
環
と
し
て
『Shochu 

Next

』
を
正
式
リ
リ
ー
ス

し
た
記
念
で「
熟
成
を
知
る
、

焼
酎
を
楽
し
む
～
焼
酎
・
ウ

イ
ス
キ
ー
初
心
者
か
ら
マ
ニ

ア
ま
で
～
」
を
開
催
し
て
い

る
。

　

同
社
中
山
社
長
は
「
焼
酎

が
世
界
に
飛
び
出
す
き
っ
か

け
が
熟
成
焼
酎
」
と
の
考
え

を
示
し
て
い
る
。

焼
酎
サ
ン
プ
ル
等
キ
ッ
ト
を
使
い
、
奥
深
い
焼
酎
の
ブ
レ

ン
ド
世
界
へ
入
っ
て
い
く

ブ
レ
ン
ド〝
実
体
験
〟企
画

南
山
物
産
『Shochu Next

』
主
催

熟成焼酎オンラインイベント
事前に焼酎サンプル等キット

コ
ラ
ボ
実
現
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

六
調
子
酒
造
社
長
・
池
邉
道
人
氏

　

ミ
ク
ソ
ロ
ジ
ス
ト
南
雲
主
于
三
氏

カ
ク
テ
ル
市
場
、視
野

濵
田
酒
造
の

本
格
芋
焼
酎

海
外「DAIYAM

E 

40
」で
拓
く

ラ
イ
チ
の
香
り「
香
熟
製
法
」で

ア
ル
コ
ー
ル
分
40
度
の
「D

AIYAM
E 4 0

」。
海
外
市
場
開
拓
特
化
の
輸
出
戦
略
商
品
と
な
り
そ
う
だ

『D
AIYAM

E40

』
と
本
格
焼
酎
の
魅
力
を
届
け
る
目
的
で
国
内
・
海
外
メ
デ
ィ
ア
等
を
対
象
と
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
発
表
会
を
開
い
た
。
濵
田
酒
造
の
濵
田
雄
一
郎
社
長
㊨
と
濵
田
光
太
郎
取
締
役
㊤
、
ミ
ク
ソ
ロ
ジ

ス
ト
の
南
雲
主
于
三
氏
がD

AIYAM
E40

を
使
い
カ
ク
テ
ル
を
作
っ
た


